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舞
台
・
芸
術
事
業

舞
台
・
芸
術
事
業  

「
第
十
五
回

「
第
十
五
回  

早
春
の
風
に
の
せ
て
」

早
春
の
風
に
の
せ
て
」

　
今
年
度
の
舞
台
・
芸
術
事
業
は
、

「
第
十
五
回
早
春
の
風
に
の
せ
て
」

と
題
し
、
邦
楽
部
門
の
吉
田
峯
山

さ
ん
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、
二
〇
二

五
年
二
月
八
日
（
土
）
に
伊
丹
ア

イ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、
濱
口
彰
さ
ん
の
掛

け
声
に
よ
り
伊
丹
太
鼓
の
会
の
メ

ン
バ
ー
の
元
気
で
リ
ズ
ム
感
溢
れ

る
和
太
鼓
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、

会
場
を
温
め
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
山
村
貴
司
さ
ん
が
、

昔
話
で
お
な
じ
み
の「
羽
衣
伝
説
」

を
も
と
に
し
た
能
の
一
曲
を
ハ
イ

ラ
イ
ト
で
謡
い
、
曲
間
に
は
情
景

が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
吉
田
峯
山

さ
ん
の
尺
八
演
奏
で
注
目
を
集
め

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
菊
良
ゆ
う
子
さ
ん
ら

に
よ
る
筝
曲
に
合
わ
せ
、
山
村
若

萠
紀
さ
ん
に
よ
る
地
歌
舞
「
笹
の
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露
」
を
披
露
。
古
今
東
西
の
酒
に

ま
つ
わ
る
故
事
・
伝
承
を
読
み
上

げ
た
別
名
「
酒
」
と
呼
ば
れ
る
曲

で
、
ま
る
で
酔
人
の
赤
ら
顔
と
千

鳥
足
が
見
え
る
よ
う
な
舞
や
音
色

が
奏
で
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
吉
田
峯
山
さ
ん
が
能
登
半
島

の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
祈

り
を
込
め
て
作
曲
し
た
「
ふ
る
さ

と
に
〜
祈
り
〜
」
他
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
二
部
最
初
の
ス
テ
ー
ジ
で

　
邦
楽
・
洋
楽
の
コ
ラ
ボ
演
奏
で

は
尺
八
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
曲
を
メ
ド
レ
ー
で
披
露
。

続
い
て
の
コ
ラ
ボ
演
奏
で
は
、
琴

に
よ
る
映
画
音
楽
メ
ド
レ
ー
に

サ
ッ
ク
ス
演
奏
を
交
え
て
披
露
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
大
き
な
満
月
が

は
、
自
身
の
活
動
二
十
周
年
を
迎

え
た
井
上
歓
喜
さ
ん
に
よ
る
サ
ッ

ク
ス
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
で
今
回

の
演
奏
会
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ

し
た
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
メ
ド
レ
ー
を
披
露

し
、
会
場
の
雰
囲
気
を
一
変
さ
せ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
昨
年
度
、
伊
丹
市
芸

術
家
協
会
新
人
賞
を
受
賞
し
た
山

田
由
香
里
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演

奏
。
山
田
さ
ん
は
、
司
会
も
兼
ね
て

の
出
演
と
な
り
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
の
実
力
も
発
揮
し
ま
し
た
。
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展
覧
会
関
連
事
業
を

展
覧
会
関
連
事
業
を

開
催
開
催

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

伊
丹
市
芸
術
家
協
会
展

伊
丹
市
芸
術
家
協
会
展

舞
台
を
照
ら
す
中
、
箏
と
尺
八
、

太
鼓
、
サ
ッ
ク
ス
に
よ
り
「
月
に

ま
つ
わ
る
曲
」
を
メ
ド
レ
ー
で
披

露
し
、
懐
か
し
さ
と
華
や
か
さ
が

混
ざ
っ
た
ス
テ
ー
ジ
で
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
三
百
八
十
二
人
が
来
場
さ
れ
、

伊
丹
市
芸
術
家
協
会
な
ら
で
は
の

多
様
な
内
容
の
演
奏
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
伊
丹
市
芸
術
家
協
会
展
は
、
二

〇
二
五
年
三
月
十
二
日
（
水
）
か

ら
二
十
三
日
（
日
）
ま
で
の
十
一

日
間
、
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
展
示
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
新

会
員
二
名
の
お
披
露
も
兼
ね
、
計

四
十
八
点
（
絵
画
十
八
点
、
彫
刻

一
点
、
工
芸
七
点
、
書
十
二
点
、

写
真
八
点
、
デ
ザ
イ
ン
二
点
）
を

展
示
し
ま
し
た
。
来
場
者
の
皆
様

に
、
各
会
員
の
感
性
溢
れ
る
作
品

を
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
芸
術
家
協
会
展
会
期
中
の
二
〇

二
五
年
三
月
十
五
日
（
土
）、
造

形
部
門
（
書
）
の
酒
居
石
荘
さ
ん
、

畑
間
青
露
さ
ん
、
福
谷
華
紅
さ
ん

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
篆
刻

に
チ
ャ
ン
レ
ジ
〜
マ
イ
は
ん
こ
を

つ
く
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
篆
刻
に
つ
い
て
学
び
、

石
材
に
自
分
の
名
前
の
一
文
字
を

彫
り
、
世
界
で
一
つ
の
印
の
出
来

上
が
り
に
満
足
の
ご
様
子
で
し
た
。
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な
ど
を
題
材
と
し
、
人
間
の
心
の

闇
を
感
じ
る
よ
う
な
作
風
で
怖
い

印
象
を
持
つ
人
も
い
ま
す
が
、
先

生
の
絵
の
素
晴
ら
し
さ
は
「
何
を

描
い
た
か
」
で
は
な
く
て
「
ど
う

描
い
た
か
」
に
あ
り
ま
す
。
先
生

の
表
現
者
と
し
て
の
目
差
は
冷
徹

で
、
そ
こ
に
は
西
洋
古
典
絵
画
に

お
け
る
物
の
見
方
を
視
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
西
洋
古
典
絵
画
で
は
人
物
を
描

く
と
き
陰
影
を
追
わ
ず
、
陰
影
を

手
掛
か
り
と
し
て
人
体
構
造
を
表

現
し
て
お
り
、
先
生
の
作
品
も
古

典
絵
画
の
基
礎
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近

は
写
実
絵
画
が
人
気
で
す
が
、
そ

れ
は
西
洋
古
典
絵
画
と
は
似
て
非

な
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
度
は
、
伊
丹
市
芸
術
家
協

会
に
ご
推
薦
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
協
会
の
諸
先

輩
方
々
と
活
動
を
共
に
出
来
ま
す

こ
と
を
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　
私
は
二
十
歳
の
頃
、
鴨
居
玲

デ
ッ
サ
ン
教
室
で
学
ん
で
お
り
ま

し
た
。
一
九
八
三
年
日
動
画
廊
の

裸
婦
展
に
入
選
し
た
こ
と
が
画
家

と
し
て
の
第
一
歩
で
す
が
、
そ
の

展
覧
会
を
勧
め
て
く
れ
た
の
が
鴨

居
先
生
で
あ
り
、
そ
の
手
配
ま
で

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
二
〇
一
五
年
伊
丹
市
立
美
術
館

（
現
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

で
開
催
さ
れ
た
「
鴨
居
玲
展
」
を

観
に
行
き
、
先
生
の
絵
を
見
た
途

端
、
当
時
の
楽
し
か
っ
た
日
々
が

鮮
明
に
蘇
っ
た
事
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。

　
先
生
の
作
品
は
、
酔
っ
払
い
の

お
じ
い
さ
ん
、
道
化
師
、
首
吊
り

伊
丹
市
芸
術
家
協
会

伊
丹
市
芸
術
家
協
会

新
会
員
決
定

新
会
員
決
定

北
　
北
　 

浩
二
さ
ん
︵
絵
画
︶

浩
二
さ
ん
︵
絵
画
︶

宮
内
宮
内 

文
雄
さ
ん
︵
写
真
︶

文
雄
さ
ん
︵
写
真
︶

北さん作品「シルバーポットとレース」

鴨
居
玲
作
品
の
魅
力

鴨
居
玲
作
品
の
魅
力

　
北
　

　
北
　 

浩
二
浩
二

新
会
員
エ
ッ
セ
イ

　
令
和
六
年
度
伊
丹
市
芸
術
家
協

会
に
洋
画
家
の
北
浩
二
さ
ん
と
写

真
家
で
映
像
作
家
の
宮
内
文
雄
さ

ん
を
新
会
員
に
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
北
さ
ん
は
、
青
木
敏
郎
主
催
の

大
徳
寺
絵
画
研
究
所
、
鴨
居
玲
教

室
で
学
び
、
一
九
八
三
年
日
動
画

廊
主
催「
第
六
回
現
代
の
裸
婦
展
」

で
入
選
を
受
賞
、そ
の
後
百
貨
店
、

画
廊
に
て
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
を

精
力
的
に
開
催
。
伊
丹
市
内
で
も

ク
ロ
ッ
キ
ー
、
油
絵
教
室
な
ど
若

手
作
家
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
宮
内
さ
ん
は
、
一
九
七
六
年
、

大
駱
駝
艦
天
賦
典
式
「
嵐
」
の
公

演
に
て
麿

赤
兒
さ
ん
に
出
会
い
、

以
降
、
大
駱
駝
艦
所
属
の
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
磨
さ
ん
の
全
活
動
に

同
伴
。
一
九
八
〇
年
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン「
テ
レ
コ
ム
ジ
ャ
パ
ン
」

（
現
テ
レ
コ
ム
ス
タ
ッ
フ
）
に
入

社
し
、
ム
ー
ビ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
及

び
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン

と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
心
の
旅
」

麿

赤
兒
編
、
海
外
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
な
ど
多
数
手
掛
け
ら

れ
、
一
九
九
九
年
テ
レ
コ
ム
ス

タ
ッ
フ
に
技
術
部
責
任
者
と
し
て

復
帰
後
も
、
テ
レ
ビ
朝
日
「
世
界

の
街
道
を
ゆ
く
」
の
撮
影
技
術
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
二
〇
二
一

年
の
番
組
終
了
ま
で
参
画
。
退
社

後
、
東
京
か
ら
故
郷
の
伊
丹
市
に

戻
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
会
員
お
二
人
の
入
会
に
よ

り
、
活
動
の
幅
が
広
が
る
伊
丹
市

芸
術
家
協
会
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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こ
れ
か
ら
は
、
伊
丹
市
芸
術
家

協
会
の
一
員
と
し
て
、
西
洋
古
典

絵
画
の
物
の
見
方
、
油
絵
の
技
術

等
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　　
伊
丹
市
若
菱
町
に
生
ま
れ
五
十

余
年
東
京
で
写
真
、
動
画
撮
影
に

従
事
し
、
二
○
二
四
年
の
春
よ
り

故
郷
・
伊
丹
に
帰
郷
し
て
参
り
ま

し
た
。

　
思
え
ば
約
六
十
年
前
の
中
学
生

の
頃
、
カ
メ
ラ
小
僧
の
私
が
毎
週

末
「
松
村
写
真
店
」
の
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ウ
に
置
か
れ
た
当
時
の
ハ

「
記
録
」か
ら「
記
憶
」へ

「
記
録
」か
ら「
記
憶
」へ

　
宮
内

　
宮
内  

文
雄
文
雄

宮内さん撮影風景

花柄のミルクピッチャーと葡萄

イ
エ
ン
ド
カ
メ
ラ
「
Ｎ
ｉ
ｋ
ｏ
ｎ 

Ｆ
」（
当
時
七
万
円
）
を
憧
れ
の

眼
で
眺
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
松
村

御
兄
弟
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
カ
メ

ラ
を
手
に
取
ら
せ
て
頂
い
た
事
が

私
に
と
っ
て
「
写
真
家
」
の
「
原

点
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
松
村
写
真
店
は
、
夕
方

に
な
る
と
近
隣
の
写
真
愛
好
家
や

名
士
が
先
代
御
主
人
の
も
と
に
集

い
、
写
真
や
カ
メ
ラ
談
義
に
花
を

咲
か
せ
、
ま
る
で
「
ア
ー
ト
サ
ロ

ン
松
村
」
の
様
相
で
し
た
。

　
日
本
大
学
写
真
学
科
に
入
学
後

も
、
機
材
の
選
択
や
購
入
な
ど

様
々
な
写
真
術
等
を
教
わ
り
、
帰

郷
の
度
に
松
村
写
真
店
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　
東
京
で
の
学
生
時
代
、
写
真
界

で
は
、写
真
は
「
記
録
」
か
「
表
現
」

か
の
論
争
真
っ
盛
り
で
、
戦
後
の
報

道
写
真
か
ら
新
し
い
「
表
現
」
が
模

索
さ
れ
、
次
々
に
素
晴
ら
し
い
作

品
が
登
場
す
る
時
代
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
動
画
に
興
味
が

湧
き
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
会
社
に
就
職

し
、
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
出
身
の
動

画
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
三
五
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
の
修
行
を
始
め
、
約
十

年
後
に
、
技
師
と
し
て
自
立
、
以

後
「
写
真
」
と
「
動
画
」
の
二
刀

流
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や

民
放
各
局
の
海
外
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
で
世
界
数
十
カ
国
の
撮

影
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　
北
極
、
南
極
、
ア
マ
ゾ
ン
奥
地

な
ど
観
光
旅
行
で
は
訪
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
世
界
各
地
を
撮
影
す

る
な
ど
、
様
々
な
風
景
や
人
々
と
触

れ
合
い
は
、
大
き
な
財
産
で
あ
り

記
憶
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
中
で
世
の
中
全
体
で

も
大
き
な
変
化
と
し
て
「
Ｉ
Ｔ
時

代
」
が
到
来
し
ま
し
た
。

　
映
像
制
作
で
も
様
々
の
分
野
で

「
ア
ナ
ロ
グ
」
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
」

に
移
行
が
進
み
、
銀
塩
フ
ィ
ル
ム

か
ら
半
導
体
メ
モ
リ
ー
が
記
録
媒

体
と
な
り
、
各
種
撮
影
機
材
等
も

飛
躍
的
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
性
能
は
、
長
年
培
っ

て
き
た
写
真
術
を
凌
ぐ
程
の
進
化

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
や
一
億
総
カ
メ
ラ
マ
ン
時
代
。

そ
う
い
う
中
で
、
我
々
映
像
制
作

者
と
し
て
い
か
な
る
制
作
を
し
て

い
く
の
か
が
課
題
で
、「
記
録
」
で

は
な
く
「
記
憶
」
に
震
撼
さ
せ
る
の

が
プ
ロ
と
し
て
の
映
像
制
作
で
す
。

　
写
真
の
発
表
媒
体
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
簡
単
に
多
く
の
人
々
に
伝
播

で
き
る
中
で
、
ス
マ
ホ
画
面
や
Ｐ

Ｃ
画
面
で
の
映
像
鑑
賞
で
は
な

新
会
員
エ
ッ
セ
イ
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風
景
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

時
勢
の
せ
い
も
あ
り
、
会
社
は
経

営
難
で
倒
産
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

父
は
経
済
専
門
の
教
員
に
転
職
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
こ
の
ア
カ
シ

ア
製
作
所
の
社
員
の
中
で
世
間
の
注

目
を
浴
び
る
人
た
ち
が
出
て
く
る
の

で
す
。
そ
れ
は
ピ
ア
ノ
の
調
律
の
人

で
す
。
多
く
の
人
た
ち
が
調
律
師

と
し
て
自
立
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
現
在
、会
社
が
あ
っ
た
場
所
は
、

運
送
会
社
や
大
型
家
電
量
販
店
が

入
り
、
風
景
は
全
く
変
わ
っ
て
し

ま
い
、
伊
丹
に
ピ
ア
ノ
を
製
造
す

る
会
社
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
知
る

人
も
い
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
十
一
月
六
日
か
ら
十
日
ま

で
五
日
間
、
こ
う
べ
邦
楽
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
主
催
「
日
中
音
の
懸
け

橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
杭
州
〜
上
海

く
、
長
時
間
鑑
賞
す
る
に
耐
え
る

紙
プ
リ
ン
ト
の
復
権
が
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
素
晴
ら
し

い
写
真
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
銀
塩
プ

リ
ン
ト
を
鑑
賞
し
た
時
の
感
動
は

忘
れ
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
入
会
を
機
に
伊
丹
で
の

展
覧
会
出
品
や
個
展
の
開
催
で
、

約
九
万
点
に
及
ぶ
自
身
の
作
品
整

理
や
貴
重
な
写
真
を
発
掘
し
な
が

ら
プ
リ
ン
ト
を
発
表
で
き
る
機
会

を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
旅
か
ら
旅
で
の
撮
影
生

活
、
こ
れ
か
ら
は
「
伊
丹
」
と
い

う
定
点
か
ら
見
つ
め
た
映
像
制
作

を
新
し
い
一
歩
と
し
、
伊
丹
市
芸

術
家
協
会
の
発
展
に
寄
与
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
不
覚
に
も
大
腿
骨
を
骨
折
し
た

こ
と
は
前
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
約
二
カ
月
間
、
北
村

に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専

門
の
病
院
に
入
院
し
て
い
ま
し

た
。
窓
か
ら
外
を
眺
め
る
日
常
が

続
き
ま
し
た
が
、
北
村
に
は
小
学

校
入
学
前
か
ら
大
学
を
卒
業
す
る

ま
で
住
ん
で
い
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど

目
の
前
の
大
阪
機
工
の
社
屋
が
解
体

さ
れ
る
の
を
見
な
が
ら
思
い
出
す
こ

と
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
当
時
、
父
は
経
理
の
専
門
家
と

し
て
北
村
に
あ
る
ア
カ
シ
ア
製
作

所
と
い
う
ピ
ア
ノ
の
製
造
会
社
に

呼
ば
れ
、
京
都
か
ら
移
住
し
、
会

社
経
営
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
社
自
体
は
戦
時
中
の
た

め
ピ
ア
ノ
を
製
造
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
高
度
な
木
工
技

術
を
応
用
し
て
、
戦
闘
機
の
補
助

タ
ン
ク
を
製
造
し
て
い
た
の
で
す
。

　
戦
争
が
終
わ
り
、
再
び
ピ
ア
ノ

の
製
造
に
戻
り
、
ア
カ
シ
ア
の
ち

に
マ
イ
ッ
シ
ュ
ナ
ー
ピ
ア
ノ
と
い

う
銘
柄
で
、
学
校
の
音
楽
室
な
ど

で
時
々
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
工
場
に
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
の
た
め
の
大
き
な
板
が
立
て
か

け
て
乾
燥
さ
せ
て
あ
り
、
独
特
な

に
、
名
村
茂
代
代
表
を
含
む
十
名

の
演
奏
家
と
共
に
参
加
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
二
〇
二
八
年
に
日

中
平
和
友
好
条
約
五
十
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
国
内
の
み
な
ら

ず
中
国
各
地
に
お
い
て
邦
楽
合
奏

団
と
中
国
民
族
楽
器
に
よ
る
演
奏

会
を
展
開
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
最
初
に
杭
州
日
本
人
学
校
で
の

演
奏
と
体
験
授
業
が
あ
り
ま
し

た
。
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
こ
ち

ら
を
見
つ
め
る
目
は
キ
ラ
キ
ラ
と

し
純
粋
そ
の
も
の
で
、
私
た
ち
が

和
楽
器
で
校
歌
を
演
奏
す
る
と
歓

声
を
上
げ
、
大
き
な
声
で
歌
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
楽
器
体
験
は
全
員
で
全
て
の
楽

器
を
順
番
に
進
め
て
い
き
、
時
間

は
あ
ま
り
に
も
短
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
ん
で
く
れ

た
様
子
で
す
。
こ
の
経
験
が
子
供

た
ち
の
記
憶
に
残
っ
て
く
れ
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
上
海
で
は
日
本
国
総
領
事
館
で

演
奏
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

「
日
中
音
の
懸
け
橋
プ
ロ

「
日
中
音
の
懸
け
橋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
て

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
て

菊
葉
真

菊
葉
真 

う
さ
ぎ

う
さ
ぎ

伊
丹
に
あ
っ
た
こ
と

伊
丹
に
あ
っ
た
こ
と

　
北
里

　
北
里 

桂
一
桂
一
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国
境
を
超
え
て
音
楽
の
友
好
を
深

め
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
十
一
月
十
五
日
（
金
）、

伊
丹
ア
イ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に

て
「
田
村
か
よ
子
＆
田
村
香
絵
子

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
」
を

開
催
致
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
き
だ
し
た
二
〇
二
一
年
よ

り
、同
ホ
ー
ル
で
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・

リ
サ
イ
タ
ル
を
始
め
て
四
回
目
と

な
り
ま
す
。

　
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
解
放

さ
れ
日
常
が
戻
っ
て
き
た
か
と
思

え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
地
区

の
紛
争
な
ど
世
界
は
平
和
か
ら
逆

に
遠
ざ
か
っ
て
い
く
よ
う
な
情
勢

一
日
ま
た
音
楽
に
携
わ
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
、
そ
の
感
謝
と
喜
び
の

思
い
を
さ
ら
に
強
く
し
た
演
奏
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
和
へ
の
祈
り

を
込
め
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
、
バ
ッ
ハ
の
カ
ン

タ
ー
タ
で
幕
開
け
、
二
〇
二
四
年

生
誕
一
〇
〇
年
の
團
伊
玖
磨
、
没

後
一
〇
〇
年
の
イ
タ
リ
ア
は
プ
ッ

チ
ー
ニ
の
作
品
を
紹
介
。

　
ま
た
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
ロ
シ

ア
歌
曲
か
ら
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
作

曲
「
ゴ
パ
ー
ク
」
や
ロ
シ
ア
民
謡
、

そ
の
他「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」「
野
ば
ら
」

な
ど
の
愛
唱
歌
、
さ
だ
ま
さ
し
作

詞
作
曲
「
最
期
の
歌
」
ほ
か
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
枠
を
超
え
た
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
愛
唱
歌
で
は
客
席
の
皆
様
も

口
ず
さ
ん
で
い
た
だ
き
、
一
緒
に

コ
ン
サ
ー
ト
を
作
り
上
げ
て
い

る
よ
う
な
一
体
感
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　
年
を
経
る
に
つ
れ
自
分
た
ち
も

周
り
の
状
況
も
変
化
し
て
い
き
ま

ジ
ョ
イ
ン
ト

ジ
ョ
イ
ン
ト

リ
サ
イ
タ
ル
へ
の
想
い

リ
サ
イ
タ
ル
へ
の
想
い

田
村
田
村 

香
絵
子

香
絵
子

ま
し
た
が
、
定
員
の
倍
以
上
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
抽
選
と
な
る
ほ

ど
の
人
気
で
、
た
く
さ
ん
の
中
国

の
お
客
様
が
演
奏
と
体
験
を
堪
能

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
回
は
十
一
名
の
演
奏
者
に
加

え
て
解
説
・
監
修
に
和
楽
器
の
歴

史
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
本
を
執
筆

さ
れ
て
い
る
釣
谷
真
弓
先
生
も
ご

同
行
下
さ
り
、
内
容
の
濃
い
時
間

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
政
治
的
に
日
中
関
係
は
複
雑
な

事
と
な
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
で
ご
一
緒
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
方
々
も
街
で
出
会
っ

た
方
々
も
と
て
も
親
切
で
心
安
く

旅
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
名
村
代
表
と
梶
田
事

務
局
長
の
長
年
の
働
き
か
け
に
他

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
日
本
の

私
た
ち
は
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
日
も

杭州日本人学校公演・授業

上海日本国総領事館公演

芸
術
文
化
活
動
支
援
事
業
報
告
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会員活動通信
（部門別50音順）

〈邦楽〉

菊井 松音・菊葉真 うさぎ 2025年

菊井箏楽社第54回定期演奏会 兵庫県立芸術文化センター 04月13日（日）

大阪・関西万博　世界を彩る日本の響き 大阪・関西万博内フェスティバル・ステーション 05月1日（木）

都山流尺八楽創始130周年記念全国演奏会 兵庫県立芸術文化センター 05月10日（土）

伊丹三曲協会第 94回箏・三弦・尺八による邦楽演奏会 スワンホール 05月25日（日）

都山流大阪府支部第 56回尺八演奏会 大阪国立文楽劇場 06月29日（日）

菊井箏楽社独奏会第 19回華のコンサート 伊丹アイフォニックホール 08月23日（土）

菊井 松音

都山流大阪府支部水川寿也作曲講習会 玉水記念館 09月21日（日）

菊良 ゆう子

2025 年日本国際博覧会大阪・関西万博　箏・三弦・尺八演奏 大阪・関西万博内フェスティバル・ステーション 06月2日（月）

山村 若萠紀

山村若佐紀上方舞 夏の会 国立文楽劇場 08月31日（日）

鳴く虫と郷町 市立伊丹ミュージアム（旧岡田家住宅） 09月中旬

〈絵画〉

北 浩二 2025年

2025Spring MITSUKOSHI Art Weeks 日本橋三越本店本館催物会場 05月14日（水）～19日（月）

大阪高島屋企画展「No Water No Life －水を考察する－」 高島屋大阪店美術画廊 07月30日（水）～8月4日（月）

宮内 文雄

麿 赤兒「ガドウィンの河を渡るとき」写真展 アートホール蔵 06月1日(日)～7日(土)

吉田 廣喜

個展 ギャラリー勇斎 09月23日（祝）～10月5日（日）

す
。
そ
の
中
で
歌
を
続
け
る
の
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
〝
人
生

の
目
標
〞
で
あ
り
、
歌
を
愛
す
る

皆
様
の
笑
顔
に
勇
気
と
力
を
頂
い

て
い
ま
す
。
歌
う
こ
と
で
元
気
に

な
り
笑
顔
の
輪
が
広
が
る
、
そ
ん

な
音
楽
の
、
歌
の
力
に
魅
せ
ら
れ

た
者
の
一
人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

訃
報

造形部門の松本紀子様が令和６年８月20日
にご逝去されました。ここに謹んでご冥福を
お祈り申しあげます。

ジョイントリサイタル


